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国の GX（グリーントランスフォーメーション）について 

 

新しい資本主義の実現によって克服すべき最大の課題である 2030 年度 46％削減、2050 年カー

ボンニュートラルに向けた取組や、ウクライナ情勢によって、資源・エネルギーの安定的な確保に向けた供

給源の多様化・調達の高度化等を進めていく必要があることから、国では、エネルギー安全保障を確保

し、官民連携の下、脱炭素に向けた経済・社会、産業構造変革への道筋の大枠を示したクリーンエネル

ギー戦略中間整理に基づき、今後 10年のロードマップを取りまとめが進められています。 

政府は、規制・市場設計・政府支援・金融枠組み・インフラ整備等を包括的に「ＧＸ投資のための

10 年ロードマップ」として示すこととしており、企業投資のための予見可能性を大きく高め、多くのプレーヤ

ー間の市場取引を最大限活用することを可能とする、新たな５つの政策イニシアティブを盛り込んでいくた

め、その具体化に向けた「ＧＸ実行会議」を官邸に新設し、2022 年 7 月 27 日から議論・検討がなさ

れています。 

 

ＧＸ実行会議における議論の大きな論点 

 

 

 

１.GX 実行会議 有識者 

氏 名 所 属 等 

淡路 睦 株式会社千葉銀行 取締役常務執行役員 

伊藤 元重 国立大学法人 東京大学 名誉教授 

岡藤 裕治 三菱商事エナジーソリューションズ株式会社 代表取締役社長 

勝野 哲 中部電力株式会社 代表取締役会長 

河野 康子 一般財団法人 日本消費者協会 理事 

小林 健 日本商工会議所 特別顧問、三菱商事株式会社 相談役 

重竹 尚基 
ボストンコンサルティンググループ Managing Director & 

Senior Partner 

白石 隆 公立大学法人 熊本県立大学 理事長 

杉森 務 ENEOS ホールディングス株式会社 代表取締役会長 

竹内 純子 特定非営利活動法人 国際環境経済研究所 理事・主席研究員 

十倉 雅和 一般社団法人 日本経済団体連合会 会長 

林  礼子 BofA 証券株式会社 取締役 副社長 

芳野 友子 日本労働組合総連合会 会長 

 

  

1.日本のエネルギーの安定供給の再構築に必要となる方策 

2.脱炭素に向けた経済・社会、産業構造変革への今後 10 年のロードマップ 
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２.新たな 5 つの政策イニシアティブのポイント 
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３.成長志向型カーボンプライシング構想について 

（１）成長志向型カーボンプライシング構想の論点 
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（２）成長志向型カーボンプライシング構想の手法 

 
 

（３）「炭素に対する賦課金」の考え方 
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（４）成長志向型カーボンプライシング構想（案） 

 

 

（５）成長志向型カーボンプライシングの中長期的イメージ 

 


